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漆が語るアジアの文化
— ミャンマーの漆文化 II  シャン州の漆工芸 —
Viewing Asian Culture through its Lacquer Crafts














は 155,800 km、人口は 4,702,000 (1999) である。州都はタウン
ジー (Taunggyi) で 11 の行政区画に分かれている。北は中国雲南省、東はラオスとタイと国境を接し、シ
ャン族 (Shan) をはじめビルマ族 (Burmese)、パオ- 族 (Pa?o)、ダヌー族 (Danau)、ワ族 (Wa)、パラウン族
















































ムリンダ (U Mu Lainda) 氏の漆器工房ではウ ムリンダ氏の
他に二人の職人が漆器製作に携わっていた。ウ ムリンダ氏
は 2002 年に亡くなり、現在は孫のウ セインモー（U Sein 


























が数件あるとの情報を得ていたが、2009 年 5 月の取材では、漆工芸
に携わる人口が減少していた。漆器制作をやめ、タイなどへ出稼ぎに
いく人が増えている中、現在でも制作を続けているメタウ パヌーハン



















7. 塗り　椰子の実の繊維や水牛の尾毛の刷毛を使用し漆を塗る。塗りは 1 ～ 2 回塗る。


















栽培するなど独特な農業が行われている。湖畔のニャウンシュエ (Nyaungshwe) の 5 日市場では、周
















供物台 (daung-lan)、皿 (byat)、笊 (zagar)、漆液などが主な取り
扱い商品であった。インレー湖上や周辺に住む民族が、結婚式













　メインピョーのウ ピャー氏 (U Pyar) の漆器工房では細い竹
籤を交差させた六角形の編み目が特徴の朱塗りの漆器が作られ
ている。
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ら約 70 ｋｍ、標高 1320 ｍの高原にあり、イギリス植民地時代には
避暑地として賑わった小さな町である。
　付近の山岳地域には、パオー族 (Pa?o)・ダヌー族 (Danau)・パロー




　カロー南西のニーパヤ寺 (Ni Paya) には、竹を編み組んで漆を施し
金箔を貼った高さ 2.5 ｍものマハムニ仏がある。歴史家の Dr. キンマ
ウンニュによると、500 年ほど前に造られたと推測されている。以
前は屋外に置かれていたが、現在は寺の堂内に移されている。ニー
パヤ寺より徒歩 20 分のウーミンチャウン僧院 (Oo Min Kyaung) にも
4 体の竹制漆塗仏があり、上記のマハムニ仏に比べると小さいがい





















































































・シャン州の現地取材に際して、Sam Family Guide Service より協力をいただいた。また、シャン州内の以下の漆
器店をはじめとする漆器製造関係者に協力いただいたことに感謝したい。
ィエーポー (Ar Pu Ya)、ウ サンラ (U San Hla) 、ウ トンエ (U Tun Nye)、ウ ピャー (U Pyar)、ウム リンダ (U Mu 
Lainda)、ウ セインモー（U Sein Maw）、メ タウ パヌーハン (Me–htau,Pan-Nu-Han)、ウ ･カンナ (U Kan Na) 他
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黄金の四角地帯 — シャン文化圏の歴史・言語・民族、新谷忠彦編 , 東京外国語大学 アジア・アフリカ言語文化研
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から大きく二つのグループに分けている。Thai グループと ( タイ王国の国語であるタイ語とラオ語 )、Tai グルー
プ (Thai 以外 ) としており、Tai グループの言語を話す民族の分布地域をシャン文化圏と呼んでいる。
43） 『Burmise Lacquerware』Sylvia Frasr Lu Orchid Press,2000 では、レイチャー (Lei cha)・ライカ（Laikha）・チャイ
ントン（Kyaingtong）・イワマ（Ywa ma）・ターレイ（Tha lei）・ナンパン（Nam pan）などが報告されている。
インレー湖のイワマとターレイに関しては現在漆器は生産されていない。ナンパン村については季刊『銀花』
(1999 秋 第百十九号 文化出版局 ,p46) に取材記がある。 
44）『Thai Lacquerware』The Department of Industrial Promotion, Ministry of Industry, Prachandra Printing Press,1978
45）シャン州を最初に訪れたのは 1997 年で、その後 2009 年まで十数回にわたり調査を行っている。外国人の進入
禁止区域の調査については、Sam Family Guide Service の U Khaw Myint 氏に現地取材を依頼し、調査を行った。
46）（5）に同じ





49）ダヌー族 (Danau) は、人口 10,000 人（1984 年）、南アジア語系モン・クメール語族の言語群に属する。シャ
ン州西部カロー周辺に住む。周辺の民族との同化が進み独自の民族衣装はない。
10）ラタ族 (Lahta) は、人口 9,550 人 (2000 年 )、シナーチベット語系チベットービルマ語族の言語群に属する。シ
ャン州南部に居住している。独自の伝統的な精霊信仰のほか、仏教、キリスト教を信仰している。
11）カヤン族 (Ka-yan) は、人口 41,080 人（1983 年）、シナーチベット語系チベットービルマ語族の言語群に属する。
カヤー州からシャン州南部にかけて居住し、一部はタイに移住している。独自の伝統的な精霊信仰のほか、仏教、
キリスト教を信仰している。
12） （5）に同じ
